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序
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論
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'

.
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鹿
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_
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l
l
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結
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足
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よ
び
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括

4

.

柿
論
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現
行
.標準
商
業
分
類
と
の
関
速
に
つ
い
て

A
ノ

丨

ト

V 

.  
■

1

.
序
論

.

この小論は、

「

産業別

.
規
m
別
分
配
率
の
分
祈

」

に
お
い
て
取
り
上
げ 

.
ら
れ
な
か
、
っ
た
各
産
業
の
産
業
別
規
模
丨
分
配
率
関
係
を
包
括
的
に
分
析
し
、
 

あ
わ
せ
て
わ
れ
わ
れ
が
到
達
し
た
帰
結
と
現
行
の
産
業
標
準
分
類
と
の
関
連
.を 

あ
者
ら
か
に
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

論

文〔

1〕

に
お
.い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
得
た
仮
説
的
結
論
は
次
の
よ
ぅ
な
も 

の
で
あ
る
。
産
業
別
の
規
模

—

分
配
率
関
f

、
そ
の
規
1

差
と
そ
の
格
差

西

;!
[

.

俊
：

：

作

' 

-
. 

- 

.

.

.

.

の
方
向
に
お'い
そ
、
あ
る
連
続
的
な
変
化
系
列
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た

「

産 

業」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
最
適
規
模
お
よ
び
一
義
的
な
分
配
率
水
準
を
も
つ 

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
最
適
規
模
お
よ
び
分
配
率
水
準
は
そ
の
産
業
の
生
産 

構
造
な
ら
び
に
市
場
機
構
を
反
映
し
て
い
る
。
あ

る

い

は

、前
者
は
後
者
によ 

つ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
逆
に
上
述
の
よ
ぅ
に
し
て
特
定
化
さ
れ
る 

産
業
は
、
現
行
の
産
業
分
類
の
各
次
冗

(

中
.小
.細
分
類
，の
各
次
元

)

"に
適
宜 

散
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
上
述
の
よ
ぅ
な
帰
結
が
ど
の
程
度
ま
で
、
論

文

〔

1〕

で
分
析
未 

了
で
あ
つ
た#
]1
業
の
規
模
丨
分
配
率
関
係
の
分
析
の
な
か
で
有
効
で
あ
る 

か
、
経
験
的
事
実
を
ど
の.程
度
説
明
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
ま
た
分 

析
の
拡
大
に
よ
つ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
事
実
を
補
足
す
る
こ
と
が
差
当
つ
て 

の
本
稿
の
问
的
に
な
る。

.

(

1)

本
誌
、
，
五
十
二
巻
五
号
所
収
。
以
下
で
は
論
文

〔

1〕

と略称する。

別 规楔
産

業

各

ms

㊀

I
f

第
一
次
命
屈

(

33) 

金
.
屈

製

•品(

34) 

食

来

 

nnr(

20)

.
 

精

密

機

械

(

38) 

輸
送
用
機
器

(

37)

.
 

機械製造

§
 

化学エ業

-28) 

電

気

.
機

.器
ハ36) 

家具，
翅、
具

(

25) 

皮苯

•
同製
品

(

31) 

印

刷

.
出

版

(

27)

ゴム製品

(

30)

木

材
•
木製
品

(

24) 

紙

.
類似品

(

26) 

衣服

•
身廻
品

0
23) 

紡

織

.業
ハ
22) 

ガ
ラ
ス
•
土
石
製
品(

32)

.

.
 

右

油

，，石
庚
製
品
ハ29
ッ

'
中
分
類
一
八
産
業 

に
対
し
て
、.柚
分
.
 

分
離
操
作
を
実
施
し 

た
結
果
を
、

こ
こ
で 

.は
報
告
す
る
。
論
文 

〔

1〕

で
は
、
そ
の 

ぅ

ち

ニ

'

三
の

産

業 

が
例
示
の
た
め
取
り 

上
げ
て
あ
る
に
す
ぎ 

な
い
。も
-つ
と
も
、
こ

れ
迄
の
論
述
か
ら

SI 

然
に
推
察
さ
れ
る
よ 

ぅ
に
、
例
示
し
た
第'
 

一
次
金
属
、
ガ
ラ
ス 

•
土
石
製
造
業
は
わ 

れ
わ
れ
の
産
業
系
列 

で
}
4-;
負
の
両

端

に 

位
置
し
て
い
る
業
種 

な
の
で
あ
っ
て
、
そ 

の
か
ぎ
り
に
お
い
て

規
模
別
分
配
率
再
論

は
異
質
的
産
業
の
典
型
で
あ
る
。あ
る
い
は
混
成
業
種
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。 

産
業
系
列
中
に
占
め
る
位
置
が
中
央
部
ゼ
ロ
に
近
接
す
る
に
つ
れ
て
、
産
業
は 

均
質
的
な
構
成
を
示
ず
よ
う
に
な
る
か
ら
、

(

従
，っ
て
一
産
業
と
し
て
取
り
扱
え 

る
の
だ
か
ら
.

)

こ
れ
に
抽
出
,•
分
離
操
作
を
施
し
て
も
両
端
の
.産
業
の
場
合
の 

よ
う
に
こ
れ.に
上
？
て
顕
著
な
ィ.、

V

フ
ォ
ー
メ
ィ
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
る
可
能
性 

が
小
さ
く
な
っ
て
く
る
の
は
自
明
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
で
は.主
と
.し
て
昭
和
二
八
年
の
み
に
考
察
を
限
定
す
る
が
、
こ
れ 

は
分
析
期
間
の
中
央
年
度
で
比
較
的
安
定
ん
た
年
度
だ
か
ら
、
と
'い
う
理
由
で 

選
.ば
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

(

2

>
わ
れ
わ
れ
が
規
模

—

分
配
率
関
係
の
特
性
に
も
と
づ
い
て
導
出
し
た
産

業
系
列
は
上
掲
の
よ
う
な
も.の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
特
性
と
呼
ぶ
の
は
、
規 

.模—

分
配
率
関
係
に
現
わ
れ
る
、
規
模
格
差.と
そ
の
方
向
で
あ
る。
'

S

 

(

38) 

•第
一
次
金
属
.
，

す
で
に
論
文〔

1〕

.
で
こ
の
産
業
を
例
示
し
た
が
、
そ
こ
：で
.は
も
っ
ぱ
ら 

(
3
3
1
)

の
抽
出
.
分
離
に
論
議
を
集
中
し
た
。
そ
し
て.〔 (33

丫

(331)〕

に
­

よ
っ
て
も
、1
規
模
分
配
.率
は
い
ぜ
ん
と
し
て
相
対
的
に
他
規
模
よ
り
低
く
、

こ
.れ

は
Q
co
e

の
1
規
模
分
配
率
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
こ
と
を
、
指 

摘
し
て
お
い
た
。(334)：

は
f

規
模
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
規
模
平
均
分
配
率
も 

低
く1

.1

九
-
三
。ハ—

セ
ソ
ト
に
す
ぎ
な
い
。
な
か
ん
ず
く
妞
規
模
分
配
率
は
ー
，
 

T

七
パ
I
-セ
ジ
ト
の
：低
水
準
に
あ
る.

C

四 

一

表

参

照)

。
そ
こ
で
、

〔 (

3
CO) 

丨(334).〕
.

を
お
こ
な
.う
.と
、
第
1
因

(

1)
.

の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
？

〔(

§
 

I 

(
3
3
4
)
-

は
：ほ
ぼ
水
苹
な
廳
と
な..

0
、

抽
出
.
分
離
操
作
が
各
規
模

三
九
_ (

七
〇
九)



第 丨 表 （3 3 ) 第 一 次 命 屈 小 分 類 べ 2 8 年 )… « . .

窪 れ 変 数 、 計 I I I W V W m K

331 N 345 12 24 36 61 66 . 4 8 42 22 34
W 49671 10 46 150 371 819 1583 3001 4192 39496
S 106406 29 • 69 280 884 2066 3220 4974 8770 8 6 i l l
d 46.7 34.5 66.7 53.6 42.0 39,6 49.2 60.3 47.8 45.9

332 N 2470 647 90S .417 279 135 50 28 9 2
W ； 11250 436 1467 1256 1471 1447 1282 1841 2047 X
s . 20495 782 2425 2214 2507 2616 2118 3994 3836 X
3 54.9 55.8 60.5 56.7 58.7 55.3 60.5 46.1 53,4

. 333 N 1205 379 327 172 149 101 46 23 7 1
W 8254 330 673 649 1042 1386 1219 1572 1379 cu
S 19723 650 1.391 1442 2303 3206 8108 3939 ;,3680 , X
8 41.8 50.8 48.4 45,0 45.1 43.2 39,2 39.9 37.5

334 N 47
■へ■

2 4 6 6 11 ■ 6 11
W 6975 X 9 24 91 102 781 963 5001
S 23813 X 23 • 38 325 240 6691 2685 13807
8 29.3 39.1 63.2 28.0 42.5 11,7 35.9 36.2

335 N 110 47 35 10 13 5
W 338 42 71 56 102 65 .....

• ■ .r
S 897 107 203 146 ノ 219 220

V 8 37.7 39.3 35.0 38.4 46.6 29.5

336 N . 3 9 1 72 77 ' 5 9 75 39 3.0 :24 4 11
W 9203 60 160 丨 232 494 473 774 1473 722 4811
s 27988 144 486 504 1144 1203 1988 m 1886 16301

i d 32,9 40.7 32.9 • 46.0 43.2 39,3 38.9 34.0 38,3 29.5

337 N 828 409 258 . 8 0 44 21 13 r- ;/2. .入，:1
■ ■■...

W 1891 282 431 239 232 215 269 220 X
S 3997 590 860 456 472 521 558 536 (0
8 47.3 47.8 50.1 52.4 49.2 41.3 48.2 ,4 1 .0 ：；

338 , N 66 9 27 8 10 4 6 2 ■

W 368 5 43 17 50 51 200 X
S 775 8 87 36 77 118 447 (G
8 47.1 62.5 49,4 47.2 64.9 43,2 44,7

*  N  ••事業所数，Wも 賃金支払総額, S : 付加価値，d--: ：分配率

林 W , S の単位は 1 0 0 万P5

産
業
別
•
規
模
別
分
配
率
再
論. 

四 

一

C

七
.一
一>

j \f
( ( 3 3 ) - ( 3 3 4 ) 1

]T規模に秘匿がある。. '

分
配
率
50%

に
わ
た
っ
て
一
定
の
分
配
率
を
持
つ
塵
業
を
識
別
す
る
の
'を
目
的
と
す
る
以 

上
、
こ
の
結
果
は
ま
え
に
お
こ
なク
た

〔 (
3
3
)
1
(
3
3
0
〕

人
よ
り
もむ
し
ろ
.さ
.
 

ら
に
望
ま
し
い
結
果
だ
と
耷
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
第

1
図

； 

(

2)

.
に
見
る
よ
ぅ
にへgco
:e:
:
は
急
激
な
ジ
グ
：ザ
グ
状
と
な
：
り

、
そ
め
.変

動

域 

は 

一
一
•
七
丨
六
三
*
一
パ
ー
.セ
ゾ
ト
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ジ
グ 

ザ
グ
が
な
に
によ
っ
て
、
ま
た
ど

ぅ

し

て現
わ
れ
た
の
か
は
、_

類
§
4
1) 

1
(
3
3
4
9
)

を
綿
密
に
検
討
し
て
も
不
明
で
あ
る
。

〔 (
3,3)1(331)〕

と〔

ハ§

一
規
模
'

-
}
K

H

1
(
3
3
4
)
〕

.と
を
対
照
：し
て
云
う.な
e>
'
、
前
者
で
は
g

さ
れ
た
も
の
が
、
後 

者
で
.は
分
離
1;
た
%;
の
が
、
、
わ
れ
わ
れ
の
操
作
で
は
解
明
し
き
れ
な
い
現
象
を
,
 

残
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
？
滅
出.，
分
離
操
作
は
、：
塞
本
的
に
は
生
産
函
数
に 

反
映
さ
れ
る
生
産
構
造
の
相
違
を
基
礎
と
1
て
い
'る
% :
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
， 

間
接
的
な
認
識
方
法
に
す
ぎ.な
い
。
だ
か
ら
い
ま
か
り
に.〔 (33)

丨(331)

丨 

(334)〕

と
い
う
操
作
を
お
こ
な
う
な
ら
ば
、
分
離
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は 

比
較
的
好
都
合
な
結
果
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
分
離
し
た
も
の
に
つ 

:

:祖

.：
い
て
わ
れ
わ
れ
は
何
事
も
語
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
'逆
に
、

〔 (
3
3
)
|
;
§

1
)丨

(334)〕
(

つ
ま 

り
、分
離
さ
れ
た
も
の

)

に
つ
い
て
不
都
合
な
帰
結 

に
達
す
ゲ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
は
決
し 

て
す
く
な
く
な
い

a

な
ぜ
な
ら
、〔 (33)

丨

(334)〕

の
場
合
、(

co
3
>
l

(

3
3oo)

(

ただし、
むろん 

(
3
3
4
)

を
除
く)

の
諸
変
動
が
相
殺
さ
れ
て、
.平 

坦
な
§

を
結
果
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で 

あ
る
0
'し
た
が
っ
て
へ.'
こ
，の
操
作
手
続
に
わ
れ
わ
，
 

れ
は
過
大
な
意
味
と
童
要
性
を
与
え
て
は
な
る
ま

g 

(

34)

金
属
製
品

こ
の
業
種
.に
つ
い
て
：は
、
次
の
ょ
ぅ
な
五
逋h
 

の
操
作
を
お
こ
な
っ
た
。

V
334

〔
(34)丄

3
41>〕



'〔(34
丫

(

3

S〕

,

S

4
)

l(
3
4
2 

:

:

〔 (34)丨
(341 

丫 CS46)〕

〔
(
3
4
)
1
(
3
4
4
)
1
(
3
4
6
)〕

結
果
は
い
ず
れ
も
大
差
な
く
、
.
良
好
と
.は
云
え
な
い
。
.こ
の
産
業
は
産
業
系
列 

に
お
い
て
ガ
ラ
ス•土
石
製
品
と
ほ
ぽ
対
称
的
位
置
を
占
め
て
い
る
か
ら
、

(32) 

と

(

対
称
的
で
.は
あ
る
が)

類
似
の
結
果
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
ぅ
と
い
ぅ
期
待
は

IX

分
配
率
；0%

分
配
率

50%

み
た
さ
れ
な
か
つ.た
。
結
果
の
対
称
性
は
か
な
ら
ず
し
も
対
称
的
な
厫
因
に
よ 

つ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く

 

(
3
4
)

を
形
成
す
る
小
分
類 

各
産
業
が
、
規
模
丨
分
配
率
関
係
に
お
い
て
も
、
ま
た
付
加
価
値
•
賃
金
支
払 

総
額
の
絶
対
水
取
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
こ
と
が
、
裏
的
に
は
こ 

の
よ
ぅ
な
結
果
を
与
え
た
の
だ
ろ
ぅ
。
根
本
的
に
は
、
生
産
の
場
お
よ
び
市
場 

条
件
が
こ
れ
ら
細
分
類
産
業
で
：は
い
ず
れ
も
相
似
し
て
い
'る
の
か
も
し
れ
な 

い
。
細
分
類
産
業
毎
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
秘
匿
◊寥
く
て
望

KV 
20 <

2 7 年および規瘼の分配率は1邠％に達す 

規模には秘匿がある。Y
I2 9 年 

2 9 年の

み
は
少
な
い？

.
 

ii
i
)
.
㈣盒
料
品

こ
の
産
業
が
プ
ラ
ス
方
向
の
三
位
に
も 

る
こ
と

は

、

わ
れ
わ
れ
の
典
味
を
そ
そ 

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
軽
工
業
の
典
堕
と 

も
み
ら
れ
る
こ
の
部
門
が
、
そ
の
他
の
重 

工
業
に
伍
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
先
ん 

じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
規
在
、
資
料
面 

の
制
約
に
ぶ
づ
か
り
こ
れ
以
上̂
^
?が
31 

め
ら
れ：

な
い
と
い
ぅ
程
、
徹
底
的
な
分
析 

.を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
今

後

(34)

と 

共
に
十
分
検
討
す
ベ
き
産
業
で
あ
る
。 

〔 (20)

丨(206)〕

を
、
ニ
七—

ニ
九
年
の 

三
年
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
。
第2 

図

(

1)

、(

2)

に
見
る
と
お
り
、
二
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。
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あ
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。
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。
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門
の
中
分
類
で
は
、
分
配
率
が
枞
規
模
ま

I

_
_
_V

で
次
第
に
下
降
し
、
そ
れ
以
後
の
大
規
模
で
は
上
畀

|

.4

.

8

す
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
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。
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ら
れ
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ヶ
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。
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械
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あ
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。
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。
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規
模
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ら
始
ま
る
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う.に
変
.っ
た
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観
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れ
る
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送
用
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.鉄
道
車
輛
お
よ
び
部
分
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製
造
業
の
分
配
率
が
六
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四
：
ハ
ー
セ
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ト
と
か
け
離
れ
て
高
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
⑽
.
m 

•分
離
し
た
。：
結
果
は
上
掲 

の
表
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
不
変
で
あ
る
。
な
お
、

(
3
7
6
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矹
3 !
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お
よ
び
部
分
品
製
造
業
の
平
均
分
配
率
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九
八
•
一
一
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ハ
，
.
セ
ン
ト
に
達
し
て
い 

る
が
、
こ
れ
は
生
産
物
の
完
成あ
る
，い
は
生
産
開
始
が
年
央
以
降
に
お
こ
な
わ 

れ
、
そ
れ
以
前
に
は
給
料
支
私
の
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
っ
た

^I
K
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よ
る
の
で
は
な.い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
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(
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.の
中
に
占
め
る
ゥ
工 

ィ
ト
も
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小
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。 

f

购
機
械
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械
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械
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械
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械
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械
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機
械
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事
務
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庭
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機
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他
の
機
械
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造
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各
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種
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
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ら
の
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業
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ま
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ろ
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っ
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趴
す
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産
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ぅ
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れ
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で
、
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操
作
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わ
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が
っ
た
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簡
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あ
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あ
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ゆ
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学
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半
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占
め
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。
残
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軽
化
学
工
業
あ
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雑
化
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工
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総
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だ
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上
記
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操
作
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わ
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す
る
操
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す
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と
も
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こ
の
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作
の
結
果
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と
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っ
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率
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係
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察
し
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あ
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。
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そ
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も
の
の
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に
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て
い
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.で
あ
る
。.し
た
が
っ
て
、
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類 

は
こ
れ
を
い
た
ず
ら
に
機
械
的
に
細
分
し
て
み
て
も
、
•決
し
.
て
有
意
な
結
果
は 

.得
ら
れ
な
い
。
こ
の
逆
の
例
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し
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、
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率
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あ
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ソ
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〇
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れ
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あ
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あ
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あ
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あ
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ら
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.
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が
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さ
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あ
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す
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学
出
版
、
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他
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版
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産
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、
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の
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印
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サ
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ス
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.
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あ
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.
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版
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ら
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っ
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も.そ
の
規
模
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率
関
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と
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で
あ
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、
か
つ
水
平
な
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あ
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あ
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。
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ら
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中
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し
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い
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と
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い
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え
れ
ば
各
産
業
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を
ふ
く
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な
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あ
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造
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よ
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製
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造
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紙
お
よ
び
板
紙
製
造
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で
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し
て
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こ
の
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門
に
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し
て
も
、
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と
お
な
じ
よ
う
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
と 

対
称
的
に
、
柚

出

.
分
離
操
作
が
有
効
に
適 

用
で
き
る
産
業
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
を
も
っ

て
い
た
の
だ
，が
、
結 

果
は
予
期
ほ
ど
に
有 

意
な
も
の
で
は
な
か 

つ
た
。

お

こ

な

つた 

の
は
、

〔 (
2
2
)
1
(
2
2
2)〕 

〔 (
2
2
)丨

(
2
2
3>〕 

〔 (
2
2
)
1
(
2
2
2)

丨 

(

2
2CO)〕

以
上
の
三
操
作
で 

あ

る

。
.，
.
こ

の

な

か

で 

は s
2
)
-
(
2
2
2

 

が
比
較
的
良
好
な
変 

移
を
見
せ
て
い
る
の 

.で

第
7
:図
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1)

、

分
_

0%
ノ

(

2)

：に
そ
の
規
模

—

分
配
率
関
係
を
図
示
し
て
お
く
。
こ
の
.業
種
の
十
分
な
分 

祈
も
残
さ
れ
た
問
題
：の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

xi
i

物
ガ
ラ
ス
•
土

石

製

妮7 

V 

Q
2

)

に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
派
べ
た
結
果
に
つ
き
る
"

|

 

“

汩

油

炭

製

品

こ
の
遊
^

は
ハ
§
'
と
ょ
く
似
た
構
造
を
もっ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ(291.) 

石
油
精
製
業
が1—

.1
)
[規
模
に
偏
倚
し
て
分
布
し

(

1
規

模

ょ

り

下

位

，の
規
.模

■
.
鹿
業
別
.*
規
獏
別
分
配
率
再
論：
.

.

に
も
ご
く
少
数
存
在
は
し
て
い
る

)

、

コ
|
ク
ス
.半
成
コ
ー
ク
ス
、
舗
装
お
よ 

び
屋
根
葺
材
料
、
そ
の
他
の
石
油
.
石
炭
製
品
の
各
製
造
業
が
汉
規
模
以
下
に 

主
と
し
て
分
布
し
て
い
る
。

つ
ま
り

(
2
9
)

で

は
Q
2

)
に

私

け

る(322) 

の
役
割
.を
乂
2
9
1

)

が
演
じ
て
い
る
の
で
，あ
る
。

C
C
2
9
)
I
(
2
9
1
)
〕

お
よ
び• 

(
2
9
1
)

の
グ
ラ
フ
は
、
第
:8
図
'(

.
1

)

、
0
'

)

に
示
し
て
あ
る
。(2

9
1)

は
同 

時

に

な

の

で

、
こ
れ
以
上
詳
細
な
デ
ー
タ
が
な
.い
。
し
た
が
っ
て
確 

定
的
な
こ
と
.は
袞
え
な
い
げ
れ.ど
.も

、
も
し
，得
ら
•れ
た
な
ら
ば
次
の
よ
う
な
現 

象
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
第
8
図(

--
2)

で
t
規
模
.を
境
に
、 

右
側
に
は
石
油
精
製
業
が
、
左
側
に
は
ガ
ソ
リ
ン
製
造
業
が
そ
れ
ぞ
れ
対
^
す 

る
か
も
し
れ
な.い
.。(

あ
る
い
は
、
そ
の
逆
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

)

。
と
に
か 

く
細
分
類
の
内
容
に
つ
い
て
の
資
樹
が
も
し
も
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ 

:

う
な
現
象
が
現
わ
れ
る
可
能
性
ば
：す
く
な
く
な
.い
。

そ

の

論

拠

は
Q
fs)

の 

規
模
別
分
配
率
が
ェ
ー
丫
規
模
平
均
で
約
古
^

ハ̂
ー
セ
ゾ
ド
見
当
、W

I

M規 

模
平
均
で
約1

五
.。ハ，...丨
セ
ン
ト
程
度
に
截
然
と
|2
分
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ 

の
よ
う
な
靡
態
は
他
に
も
見
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
資
料
が
な
く
て
、
実
証
.は 

不
可
能
だ
っ
た0

な

おG
9
1
)

の
.抽
出
に
よ
っ
て' 
第
g

_
 

T-
に
見
る 

よ

う

に〔 (
2
9丫

(
2
9
1
)〕

；の
\1
規
模
分
配
率
が
急
曝
し
、
'
'

(

；8
3

)

あ
る
い
は 

(
S
4
)

の
よ
う
な
規
模—

分
配
率
関
係
に
変
移
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る 

が
、
.こ

れ

は(
2
9
1
)

K

規
模
の
事
業
所
数
が
一
で
あ
，っ
て
秘
匿
さ
れ
、
观
規 

横
に
合
尊
さ
れ
てIV
る
：

Q

を
無
視
1>
て
計
算
レ
た
た.め
で
：あ
る
と
思
わ
れ
る0 

(

4

)

^

規
模
、
£

規
模̂

秘
廣
が
あ
る
の
は.一、
応
無
視
す
る。

.

.

四
七
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3.
::
結

'論
I

補
足
お
ょ
び
総
括.

'

.

,

、
.

'
2節
に
お
け
る
産
業
別
計
測
に
見
ら
れ
る
若
干
の
結
果
を
補
足
し
つ
つ
、
前

.
 

韻
で
帰
結
さ
れ
た
薩
果
と.
0

1
を
述
べ
.、
.こ
の
小
論
の
紙
論
と
し
た
い
。

_ S
:

規
模
平
均
の
産
築
別
分
配
率
は
、
：産
篆
が
十
分
'に
特
定
化
さ
れ
て
い?> 

な
ら
ば
、
産
業
の.分
類
、.統
合
の
■単
一
的
な
尺
度
と
し
て
嘉
に
機
能
す
る
可 

能
性
が
十
分
に
あ
る
。
た
だ
し
べ
特
定
化
と
は
細
分
化
と
同
義
で
は
な
い

。

.

.

第 T 図

g
:
.

現
行
：の
産
蓉
類
に
ょ
：ク
て
も
、
.
小
分
類
あ
る
1.
>'
.
は

細

分

類

く

ら

い

に
 

な

る
と
、
.'
;.偶
然
で
は
あ
る
：け
れ
ど
も
か
な
り
適
切
な
特
矩
化
がお
こ
な
わ
れ
て 

い
る
の
で
、と
く
に
細
分
類
の
各
業
種別
分
配
率(

の
：
相

対

的

永

準

)

に
ょ
っ
て
、 

産
業
分
類
を
編
成
す
る
試
み
が
：考
え
ら
れ
て
い
い
。
こ
れ
に
ょ

っ
て
な
ん
ら
か 

.の
：有

用

な
ィX

フ
ォ
1
メ

ィ

シ

ーゾ
.が
%'
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

§
.

わ
れ
わ
れ
がも
っ
と
も特

定

化

さ

れ

た

産

業

と

，
し

て

識

別

し

た

産

業 

は
、
ま
'だ
か
な
'り
の
幅
の
最
適
規
模
をも
っ

て

い

る

。

そ

し

て

あ

る

場

合

に

は

、

m u
22:

\

ノ >Ersro5

分

1
50%

こ
れ
ら
の
規
模
間
に
若
干
の
分
配f

差
が
残
存
し 

て
い
ん
。
こ
ー
の
七
ぅ
に
、
あ
^

模
^
!
影
1 

料
テ1

«

4
が
# -
在

し

、

し
：か
4'
そ
の
間
に
分
配
率 

永
準
、の
凇
差
が
存
在
す1
こ
と
は
、
論
文
'〔

1〕

お 

一
よ
び
と
の
小
論
に私
.い
て
、わ
れ
わ
れ
が
見
出
し
た産 

業
と
分
配
率
と
の一

対
一
.
の
対
疮
を
否
定
す
る
か
の 

よ
ぅ
.
.に
見
え
る
。
し
.'か
し
、
.そ
の
生
産
諸
工
程
あ
る 

i

は
a：
入
i

m

の
'技
術
的
関
係
の
ま
つ
た
く
同
等 

な
一

i

企
業
に
お
い
て
、(

こ
の
よ
ぅ
な
仮
定
は
本
来 

非
現
実
的
だ
が)

規
模
に
十
分
大
き
なm

差

が
存 

，
花

し

、そ
の
生
産
物
間
に
品
質
差
が
存
在
し
、
し
た 

が
っ
て
両
者
の
生
産
物
市
場
が
相
違
する
か
あ
る
い 

は
同
バ
生
産
物
市
場
にお
け
る
両
者
の
競
争
的
位
置 

(

も
し
く
は
競
争
力)

が
相
違
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら 

■の
一
X止
業
は
別
個
の
産
業
に
厲
す
る
も
の
と
見
な
し

第 8 図
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A
分 
f

)%5

う

る

し

、

ま

た
そ
うす
べ
き
で
あ

る

。
そ
う
す
れ
ば
、
産
業
と
そ
の
分
配
率
の 

一
対
一
の
対.応
を
措
定
し
て
も
、

一
般
性
を
損
わ
な
い
だ
ろ
う
。
.

：

:
g

袖
出
•
分
離
操
作
は
、
麗
の
大
き
い
、
間
接
的
な
、
そ

し

て
か
な
り 

粗
放
な
、
デ
.丨
タ
.
コ

ン

ト

ア

ー

ル
の
访
法
で
：あ
つ
て
、こ
れ
に
過
大
な
意
味 

.を
付
け
加
え
た
り
、
あ
る
い
は
無
意
味
な
適
用
は
お

こ

な

つ

て

は

な̂
ま
い
。 

と
く
に
、.論

文
T
W
.に
示
し
た
ょ
う
な.云
わ

ば

垂

直

的

な

抽

出
.
^
操̂

作
. 

の
適
用
は
合
理
的
だ
が
、
本
猶2

t
vl
J
に
亲
し
た
ょ
う
な
水
ギ
⑽

な
罾
^

^

，
鹿

業

別

：
.規
模
別
分
配
率
再
論.

V _
轉
換
用
は
却
っ
て
襄
態
を
誤
認
す
る
危
険
喜
む
よ 

.

う
'
に
思
わ
れ
る。

.

\
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.
:

,

.

,

投
入—

適
出
の
扮
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市
場
の
条
件
に
も
と
づ
い
て
十
分

i

特
定
化
か 

•

....丨
如た
産
業
は
、
蒙
釙
衡
か
い
チ̂ I

齋
盼
か 

.

丨

.

分
.

率
水
準
を4'
6

,

か
か
5'

。
ト
い'p、

(J 

'

r

)

か
分
配
#

4
準
卜
1'
か
を
处
ヤ
か
か
か0 >
#
舲 

(2
9

■

る

列

が

、.そ
の
办
茏
と
し'̂
现
か
れ
か
。
む
ろ 

•

,

が
：
ん
、
こ
れ
ら
の
結
論
は
上
述
.の
よ
う
に
い
く
つ 

:

|

か
.
の
留
保
条
件
を
つ
け
た
上
で
は
じ
め
て
、
作 

鼢

.
業
仮
説
と
し
尤
成
立
つ
も
の
な
の
で
あ

っ
て
、

.

.

:规
最
終
的
結
論
で
は
あ
り
ぇ
な
ぃ
。
前
節
行
文
中 

_

:
摸
：
：
に
も
述
べ
：た
と
思
う
が
、
統
計
表
の

「

观
匿」 

L

——

r

L
 .

雅
は
わ
れわれが

h
ま
記
し
た
ょ
う
な
産
業
系
列 

.

を
編
成
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
わ 

れ
わ
れ
が
形
成
し
う
る
産
業
系
列
は
、
産
業
中
分
顧
に
お
け
る
産
業
系
列
に
限 

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
産
業
系
列
は
' 
分

配

率

水

準

の

規

^

^

差

と
そ 

の
方
向
に
よ
る
序
列
で
あ
る
か
ら
、
分
配
率
水
準
の
み
に
よ
る
罾
罾
系
列
よ
り 

は
有
用
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。.そ
の
理
論
的
一
貫
性
と
い̂

^
で
も
、
後
表 

の

産

霧

系

列

が

お

'^
ー
 

層
望
：ま
し
く
思
わ
れ
る
。
'、本
節
§
>
利
用
し
て
、
細
分 

類
業
種
別
の
分
配
率
序
例
を
作
成
し
、
中
分
親
，

.

^

類̂
の1

一
産
業
系
列
に
ょ 

っ
て
、
所
要
の
産
業
系
列̂

-
産
業
ス
ぺ
タ
ト
ル
の
相
貌
を̂
^
す
る
作
業
が
，

双規模, 飞1規摸に秘匿がある

四

九

，

(

七 

一
i



さ
し
あ
た
っ
て
の
便
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ち
う
0

一
 

.

こ
の
よ
う
に
し
て
、
産
業
別
•
規
模
別
と
い
う
縦
横
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
シ
の 

絡
み
あ
い
は
、
産̂

別
"
規
模
別
と
い
う#
 
'一
 

の
デ
ィ
メ
ソ
シ
ョゾ
に
還
70
さ 

れ
、.産
業
構
造
に
関
し
て
統
一
的
な
仮
説
が
成
立
し
う
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ 

'の
次
の
課
題
は
ま
さ
に
、
こ
の
産
業
構
造
の
計
量
的
分
析
、
す
な
わ
ち
最
適
規 

横
形
成
の
機
構
な
ら
び
に
分
配
率
水P
双
^
の
過
程
の
^

It
的
分
析
で
あ
ろ 

5
0 

.

(

5)

こ
の
点
は
以
下
の
辅
論
に
お
い
て
詳
し
く
論
議
す
る
。

(

6〕

最
適
大
規
模
、
最
適
小
規
模
と
い
.う
タ
I
ミ
ノ
ロ
ジ
ィ
は
、M
.|>
0
. 

p 
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
る
。c
f
.
w
. 

A
.

 

G
.

 

E
o
b
i
p
-
S
O
J
V
T
^
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r
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a
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Competitive 

Industry, 

C
a
m
b
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i
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g
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Univ. 

P
r
e
s
s
,

IJ
X
t
h

ed., 

1
9
5
6
.

邦

訳『

ロ
ビ
ン
ソX

産
業
櫛
造
の
基
礎
理
論』

(

黒
松
巌
訳) 

有
斐
閣
、.昭
和
三
三
年
。

(

7

〕

と
こ
で

品
質
差
と
は
、
た
と
え
ば
需
要
者
が
い
わ
ゆ
る
大
メ

 
I

力
I

製 

品
を
無
条
件
的
に(

心
理
的
に
だ
が)

良
質
製
品
と
し
て
認
め
る
品
質
差
を 

も
含
め
て
考
え
る
。

(

8 )

論

文〔

1〕

2
節
お
よ
び
本
稿
注3
参
照
。

(

9)

こ
れ

こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
論
文

〔

1〕

お
よ
び
こ
の
小
論
の
分
析
を
開 

始
す
る
に
当
っ
て
採
っ
た
基
本
的
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

4

.
補

論

——

獨
行
標
屋
業
分
類
と
の
関
速
に
つ
い
て 

『

日
本
標
屋
業
分
醫
.に
よ
れ
ば
、「

こ
の
産
業
分
類
は
、
経
済
活
動
の
種

'

類
に
よ
る
分
類
で
あ
っ
て
、

職
業
と
か
商
品
と
か
に
よ
る
も
の
で
は

'な
い
。 

又
、'分
類
の
基
準
は
大
抵
の
国
に
現
存
し
て
い
る
経
^

^
造
に
よ
っ
た
の
で
、 

作
業
の
技
術
、
原
材
料
の
性
質
、
：又
は
用
途
と
か
い
っ
た
：よ
う
な
単
一
の
ぼ
員 

に
は
よ
り
え
な'い
ご
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「

経
済
活
動
の
種
類
に
よ
る
分 

類
：： }

と
は
一
体
な
に
な
の
か
、
明
確
な
規
定
は
な
に
も
な
い
。
あ
る
い
は

「

力 

抵
の
国
に
現
存
し
て
い
る
経̂

^
造」

に
よ
る
と
ば
、
具
体
的
に
な
に
を
意
味 

し
て
い
る
の
'か
：、
ま
っ
た
く
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
製
造
工
業
に
関
す
る
か
ぎ
り
、 

.編
成
さ
れ
た
産
業
分
類
を
み
る
な
ら
、
分

M

準
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
生
産 

物
の
種
類
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
痧
す
る
か
ぎ
り
に
お
け
る
生
産
技
術
.
生
産
活 

動
の
種
類
で
あ
る
と
、考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
、
あ
る
商
品
の
生
産
に
は 

そ
れ
独
自
の
生
産
方
法
が
あ
り
、
ま
た
別
個
の
生
産
技
術
に
よ
っ
て
別
の
生
産 

物
が
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
程
の
意
味
で
、
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
逆
に 

考
え
て
、
あ
る
産
業
は
固
有
の
生
産
技
術
を
も
ち
固
有
の
製
品
を
作
っ
て
い
る 

の
だ
か
ら
、
生
産
活
動•
技
術
に
よ
る
分
類
は
.が
な
り
の
程
度
生
産
物
の
種
類 

に
よ
る
分
類
に
一
致
す
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

「

举
ー 

の
原
則
に
は
よ
り
え
な
い

」

と
い
う
こ
と
.に
な
る
の
た
..ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
ガ
こ 

こ
で
考
え
.た
い
の
は
V

そ
う
し
た
分
類
基
準
の
不
明
確
性
で
あ
る
。
で
、
-
い
ま 

上
の
よ
う
に
こ
の
標
準
分
類
の
分
類
基
準
が
生
産
物
の
種
類
な
い
し
そ
れ
に
対 

応
す
る
生
産
技
術.
活

動(

あ
る
い
は
そ
の
逆
で
も
い
い

)

で
あ
る
と考
え
た 

と
し
て
も
、
な
お.か
つ
基
準
の
不
明
確
性
は
残
る
の
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
て
み 

よ
う
。(

3
3
)

を
細
分
し
て(S

3
1
)

等
が
得
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
き
ら
■か
に 

'
生
産
物
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
•
さ
ら
に
こ
れ
を
細
分
し
て

(
3
3
1
1
X
3
3
1
2
)

な

ど
が
得
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
生
産
方
法
に
よ
る
分
類
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な 

い
。
す
な
わ
ち
溶
鉱
炉
を
も
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
：が
、
こ
の
'場
合
の
分
類 

載
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
分
類
原
則
は
単
一
で
は
な
く
複
数
で
あ 

る
。
両
者
の
対
芯
と
い
う
こ
と
を
一

K

っ
て
こ
の
複
数
^
を
回
避
で
き
た
と
し
て 

も
、
そ
の
あ
い
ま
い
さ
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
な
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
本 

論
に
お
い
て
到
達
し
た
観
点
か
ら
、
こ
の
問
題
を
根
本
的
に
検
討
す
る
必
要
を 

'感
ず
る
。
こ
れ
は
一

K

い
か
え
る
な
ら
ばT

経
済
活
動
に
よ.る
分
類」

の
意
味
を 

苒
考
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
，標
準
分
類
に
お
け
る
技
術
と
は
技
術 

学
的
規
矩
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
.
生
産
物
の
種
類
と
は
ま
た
商
品
学
的 

規
定
に
も
と
づ
く
も
の
，で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
技
術
の
経
済
务
的
粉
於
.
分
類 

が
こ
こ
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
'製
造
工
業
、
商
業
、
農
称
業
と
い
.っ 

た
大
分
類
の
次
冗
で
は
、
常
識
的
な
経
済
活
動
の
分
類
基
準
於
と
ら
れ
て
は
い 

る
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
に
止
ま
る
。

い
わ
ん
や
製
造
エ
_

部
に
お
け
る
®

 

業
技
術
_
活
動
の
経
済
学
的
把
掘
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
規
矩
す
る
産
業
は
、
生
藤
物
の
.種
類
に
.よ
る
の
で
攸
な
く
、
エ 

学
的
な
投
入
I
産
出
関
係
.(

工
学
的
生
鹿
函
数)

を
裏
付
け
と
し
て
、
さ
ら
に 

そ
の
坐
産
要
i

場
お
よ
び
生
産
物
市
場
の
市
場

(

競
争)

条
件
下
に
お
こ
な 

わ
れ
る
企
業
の
生
産
活
動

(

.こ
れ
は
経
済
学
的
生
産
西
数
お
よ
び
費
用
函
数
に 

よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る

)

に
よ
っ
て
、

規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
.

(

最
適
規 

摸
と
一
義
的
分
配
率
はこ
の
決
^

■

㈱
が
作
用
し
.た
結
果
にほ
か

な

ら

な

い。) 

し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
技
術
そ
の
も
の
が
、
技
術
学
的
に
で
は
な
く̂

^
学 

的
に
明
確
に
規
定
さ
れ
、
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
し
ん
ば
技
術
面
か
ら

產
業
別
*
規
模
別
分
配
率
再
論

き
わ
め
て
技
術
学
的
な
産
業
分
類
を
編
成
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て 

経
済
学
的
に
有
用
で
適
饥
な
分
類
と
は
一

K

え
ぬ
だ
ろ
う
。
産
業
と
い
う
概
念
そ 

の
も
の
は
す
ぐ
れ
て
経
済
学
的
な
概
念
で
あ
っ
て
\
実
際
に
市
場
を
離
れ
て
産 

業
を
適
確
に
把
握
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
.る
。
だ
か
ら
、
技
術
学
に
よ 

る
産
業
分
類
の'存
在
は
本
来
的
：に
は
むし
ろ
考
え
る
べ
き
で
は
な
いし
、
ま
た 

考
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
，ま
た
生
産
物
な
い
..し
商
品
の
種
類
に
よ
る 

分
類
は
、
そ
の
市
場
と
の
対
应
関
係
と
い
う
点
か
ら
は
合
理
的
だ
し
、
ま
た
必 

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
産
業
分
類
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ 

う
な
事
情
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
上
述
の
よ
う
な
'迁
遠
と
思
わ
れ
る
手
続
を
踏 

ま
ぬ
か
ぎ
り
、
経
済
学
的
に
適
切
な
産
業
分
類
を
編
成
す
る
こ

と

は

で

き
ま
い 

と
考
え
ら
れ
る
。
 

,

,

こ
こ
で
化
学
繊
維
製
造
業
を
素
材
に
、
わ
れ
わ
れ
の
論
議
を
明
確

に
し
て
お 

こ
う
。
化
学
娥
維
製
造
業

(
2
8
3
>

の
：場
合
、
こ
れ
はさ
ら

に

細
分
さ
れ
て
レ— 

ョ
ン
お
.よ
び
そ
の
他
.の
セ
ル
ロ
 

|ズ
鐵
維
製
造
業(2

8
3
1
)
'

と
、
他
に
分
類
さ 

れ
な
い
化
繊
製
造
業(2

8
3
9
)

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
：

 

一

K

う
ま
で
も
な
く
、

(

2
00
3
1

)

は
ス
フ
、
ア
セ
テ
ー
ト
、
レ
ー
ョ.ソ
製
造
業
、(

2
00
3
9

)

は
ナ
イ
ロ
ン
、
 

ビ
ニ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ソ
等.の
合
成
繊
維
製
造
業
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
生
塵 

の
土
学
的
関
係
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
あ
え
て
こ
の

 
一
一̂

■
を
分
割
.
分
類 

す
べ
き
理
由
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
推
測
で
あ
つ 

て
、
か
り
に
こ
の
一S

S
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生■•
a
®
数
を
計
測
する
な
ら
ば
、 

そ
の
：パ
ラ
メ
ー
タ
は相
違
す
る
が
も
し.れ

な

い

。

し

か

し

、

の

^

^

を

も

. 

含
め
て
、
こ
の
相
違
が
顧
著.

k

あ
ら
わ
れ
ぬ
'か
ぎ
り
、§

3
1
)

と(

2
00
3
9

)

を
'

-

五

一

(

七
一
二)



ー
産
業
.と
し
て
統
合
す
る
こ
と.は
、
経
済
学
的
に
適
切
で
あ
り
，.か
つ
便
宜
.
で 

知
ろ
う
0(
2
00
3
1

)

と

(
2
8
3
9
)

の
場
合
、
そ
う
で
き
る
だ
ろ
う
と
推
测
で
き 

る
'証
拠
が
：若
干
存
莊
し.て
い
る
。
化
繊
工
業
に
関
連
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
例
を 

挙
げ
る
^
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、.標
囊
業
分
類
で
は
、ー
化
娥
工
業
を
化
：
 

学
娥
維
製
造
業
と̂

^
饿
維
襲
業
尤
分
割
し
、.：前
者
を
化
学
エ
業
に、
:

_

 

を
鏡
業
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類̂
て
1>
る
。
.こ
の
分
類
は
：ま
っ
た
く
機
械
的
で 

.あ
っ
て
、.单

，
一
の
原
則
：に

よ

っ

た

と

い

う

よ

り

は

劃

1 

'的
な
分
類
とiK

う
べ
き 

だ
ろ
う
0
周
知
の
と
お
り
、
，
.化
学
繊
維
エ
業
は
い
わ
ゆ
る
化
学
エ
業
的
生
産
エ
：
 

程
と
繊
維
工
業
的
工
程
を
も
っ
て
い
る
が
、

ー
般
に
こ
れ
ら
ニ
エ
程
が
結
合
し 

て
は
じ
め
て
化
娥
工
業
と
耷
え
る
の
で
あ
る
。
化
学
工
業
的
工
程
と
.繊
維
工
業 

的
工
程
に
よ
っ
て
化̂

エ
業
を
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な.い
。
レ—

ヨ

ン

、

セ 

.ル
ロ

i-
x

m
Ia
工
業
と
そ
の
他
の
合
紙
工
業
の
分
割
は
生
産
物
種
類
に
よ
る
、 

化
繊
製
造
業
と
化
繊
襲
業
の
分
割
は
生
産
技
術
に
よ
る
、
■

的
分
類
以
外 

の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
化
繊

h

業
技
術
を
よ
り
具
体
的
に
把
搌
す
れ
ば
、
.そ 

の
化
学
工
業
的
構
造
と
は原
液H

程
お
よ
び
紡
糸H

程
か
ら
構

成

さ

れ
て
お 

り
、
そ
の
繊
維
エ
業
的
性
格
は
再
繰
エ
程
お
よ
び
後
処
理
エ
程
忆
よ
っ
て
結
果 

し
て
い
る
こ
と
が
、
わ
か
る
。
そ
こ
で.、
こ
う
し
.た
生
産
工
程
別
.に
生

産

^

数 

を
計
測
し(

プ

ロ
セ
ス
別
経
済
学
的
生
産
函
数
の
計
測

)

、
そ
の
認
識
に
も
と 

づ
い
て
ル
員
エ
罾
そ
の
も
の'の
生
畠
、
市
場
条
件
を
杷
握
す
る

(

経
済
学
的
生 

産
西
数
の
肝
測)

に
よ
っ
.て
、
は
じ
め
て
化
戡
エ
藥
が
産
業
系
列
内
に
占
め
る 

ベ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
を
確
^
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
す
く
な
く
と 

も
経
済
学
的
な
分
析
に
と
ら
て有
用
.
適
確
な
産
業
分
類
が
得
ら
れ
よ
う
。本

•
 

' 

,ン

.:
五
一
:
1(

七
：5

ー)

論
に
お
い
.て
、
産
業
系
列
を
そ
め
分
配
率
水
準
に
ょ
っ
べ
搆
成
し
、

i

分
類 

「

を
編
成
す
る
可
能
挫
が
示
唆
さ
れ
てk
る

け

れ

ど

も

、

そ
の
^

*

に
は
い
ま
述 

べ
た
ょ
ぅ
な
理
論
的
要
請
が
遛
が
れ
て
い
る
あ
け
で
あ
る
:°
逆

に

、
.
わ
れ
わ
れ 

■■

が
得
た
帰
結
は
生
摩
：

(

函

数〕

：
理

論

と

.そ

の

計

測

論

に

若

干

の
ィ

ン
フ

ォ

ー
メ

■ 

_ 

F

 へ
 

一

.

(

5

)

:

イ
'
.シ'
.ヨ
ン
を
寄
与
す
る.で
あ
ろ
.ぅ
o
; 

■
':.

:

最

後

に

、
近

年

産

業

の

分

類

と

統

合

は

産

業

連

関

表

の

作

成

と

分

析

の

過

程 

■

.で

.集
中

的

に

研

究

さ

れ

で

い

る

が

、
：：
産

攀

連

関

隶

：と

.は

.ー
：.
痧

別

個

の

視

角

か

ら
 

ァ

ブ

ロー

チ
し
た
わ
れ
わ
れ
の
結
果
が
あ
る
意
味
で
同
一
の
結
論
に
達
し
た
こ 

.

と
は
、
；
顏

深

い

と

と

に

思

わ

れ

る

。
：

.

:

'〈

付
記〉

本
稿
：に
収
め
ら
：
.れ
た
結
果
の
許
箅•作
因
に
つ
い
.て
は
、
金
城
弘
明* 

.
 

平
野
媽
♦真
田
昌
和
の
三
君
か
ら
熱
心
な
協
力
を
戴
い
た
。

■

記
し
て
感
謝
す
る
。

X
1
0
:
,
統
th
委
員
会
鹿
業
分
類
専
門
部
会
爾

f

日
本
‘標
準
產
業
分
類』

I
巻
、 

九
べ
ー
ジ
。
その

.

後
何
回
か
改
'訂
が
おこな

.
わ

れ

た

が

、

本
質
的
な
改
訂
は 

'
な
ぃ
。
'

'

.

 

'
' 

'

 

C
2

)

.
後
段
化
繊H

業
の
化
繊
製
造
業
と
化
繊
紡
績
業
へ
の
分
割
を
考
ぇ
る
な 

ら
ば
、
技
術
学
的
產
業
分
類
の
無
意
味
さ
が
判
明
し
ょ
ぅ
。

.

(
3)

商
品
分
類
自
体
に
固
有
の
む
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
は
、

'

J

と
さ
ら
に
改 

め
て
説
く
ま
で
も..■あ
•.る
ま
い
。
.，

•
 

(

4)
労
働
省
統
計
調
座
部

『

労
働
生
産
性
調
査
報
告
、
化
学
繊
維
製
造
業

』 

昭
和
三0
年
、
三一

年
。

(

5

)

こ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
生
.産
構
造
論
と
そ
の
自
律
的
訐
测
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
諸
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
尾
恵
一
郎

「

生

産
.#
造
の
計
測 

と
与
件」

本
誌
四
十
九
巻
五
号
、
同

T

生
産
性
変
動
分
析
の
基
礎

」
(

統
計
研 

究
会『

生
産
性
の
変
動
と
そ
の
影
響

』

生
産
性
本
部
、
昭
和
三
ニ
年

)

、
尾
崎 

巌「

産
業
生
鹿
俾
の
.計
測」

本
誌
四
十
七
巻 
一
ニ
号
、t

「

経
済
学
的
生
産 

西
数
の
針
測」

本
誌
四
.十
九
卷
五
号
、
同「

生
産
西
数
の
訐
測
と
企
業
の
理 

論」

経
済
研
究
九
卷
ー
号。

-
 

(

6)

与
♦ 

^

.tH
Q
Q
pcf
s*
H>a

n
d

 

o
t
h
e
r
s
,

CQ
c*
.
w
^
’
e
s 

i?z 
癸 0 structure 

of the 

E
co
n
o
m
y
,

 

O
x
f
o
r
d

 

U
n
i
v
.

 

Press, 

1953 

と 

く
に
そ
め
第
叹
部
の
諸
論
文
参
照
。

 

‘

.

〈

ノ
 

I
 

ト

〉

紙
幅
に
余
裕
が
生
じ
、
加_
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
.次
の一
一.点
を
補
足
し
て 

お
く
.こ
と
に
す
る
。

 

■

⑴

論

文(

1)

の
1
節
に
も
述
べ
た
ょ
ぅ
に
、

『

工
業
統
計
表』

は
.事
業
所 

別
セ
ン
.サ
ス
で
.あ
っ
て
、
企
業
べ
、

ス
で
は
な
い
か
ら
、
.わ
れ
わ
れ
の
研
究
上 

不
都
合
で
あ
る
。
斯
業
所
と
企
業
の
関
係
を
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
は
い
ま
の
と 

こ
ろ
わ
が
国
の
資
料
で
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
大
企
：業
は
い
く
つ
が
の

. 

辦
業
所
ま
た
は.工
場
を
経
営
し
、
か
つ
異
種
の
坐
産
物
を
生
産
し
て
い
る
の
が 

普
適
だ
か
.ら
、
適
当
な
企
業
別
も
し
ぐ
は
企
業.ベ
，丨
ス
資
料
を
欠
く
こ
と
は
わ 

れ
わ
れ
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
、だ
ろ
ぅ
。
そ
の
影
響
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か 

.は
分
明
で
は
な
い
。
た
，た
、
.力
：ナ
ダ
の
工
業
セ
ン
サ
ス

(

合
衆
国
セ
ン
サ
ス
に

酷
似)

に
ょ
れ
ば
、
企
業
規
模
と
工
場
鹿
模

C

い
ず
れ
も.グ
ル.丨
プ
平
均.で
：雇

. 

.

.

.
産

業

別

•
規
模
別
分
配
率
再
論

用
.者
数
規
模)

の
順
位
相
関
が
〇
、
九
七
九
だ
と
、
報
告
さ
れ
て
い
か
。
わ
が 

国
セ
ン
サ
ス
が
合
衆
国
セ
ン
サ
ス
の
摸
倣
.で
あ
る
^
を
考
M
ず
れ
ば
、
こ
の
力 

ナ
ダ
の
数
値
も
あ
る
程
度
は
こ
：の
関
連
の
傍
証
と
し
て
■

の
よ
う
に
思
わ
れ 

る
。.
と
す
れ
ば
.、
事
業
所
デ
ー
:タ
め
利
用
も
あ
な
が
ち
事
態
を
損
う
も
の
で
は 

あ
る
ま
い
。
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経
営
®

.
企
業
^

^
論
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る

「

中
小
企
業
論」

の
な 

か
に
、
E

.

A

.

G

•
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
流
れ
を
汲
む
最
適
規
模
中
小
企
1

咖
が 

あ
る
。
と
く
に
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
压
倒
的
多
数
の
零
_
、中
小
企
業
群
が
存 

在
し
て
い
る
か.ら
、
最
激
規
模
中
小
企
業
論
は
し
ば
し
ば
中
小
企
i

立
の
理 

論
的
支
持
を
与
え
る
も
の
と
し
て
援
用
さ
れ
、
つ
い
に
は
齋
IH
>
奶
歡
中
小
企
業 

論
と
な
マ
て
、
中
小
企
業
馨
の
指
針
と
な
？
て
い
る
よ
う
で
あ

！
!0̂
わ
れ
わ 

れ
の
結
果
は
、
そ
の
よ
う
な.政
霧
と
は
一
.切
無
関
係
で
あ
る
と
と
も
に
、
.
ま 

た
ョ
リ
重
要
な
こ.と
は
企
業
が
み
ず
か
ら
の
最
適
規
模
を
遘
択
.
淡
定
す
る
と 

い
う
最
適
規
模
中
小
企
業
論
の
原
理
を
否
定
す
る
も
，の
で
あ
る
。
企
業
は
そ
.の 

計
画
、意
図
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、生
産
構
造
と
.市
場
機
構
に
制
約
さ
れ
て 

そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
な
い.し
は
対
济
規̂

が
持
た
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が、
'
 

袞
わ
ば
わ
れ
わ
れ9
:原
班
众
0:
で
あ
る
.°
.
:
:
.

 

t
 .

こ
の
ノ
ー
ト
饵
队
最
近
の
本
塾
商
学
会
に
命
け
る
佐
藤
芳
雄
氏
の

_
肖
’

射
■

論
に
負
う
と
こ
，ろ
が
多
い
。
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